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お買いあげいただき、まことにありがとうございました。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●	ご使用の前に「安全にお使いいただくために」を必ずお読みください。
●	この取扱説明書は、保証書とともにいつでも見ることができるところに必ず保管してください。
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もくじ

付属のACアダプターおよび電源コードは当該製品専用です。他の機器に使用しないでください。

電波障害に関するご注意
この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことが
あります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B

正しい取り扱いをしても、電波の状況によりラジオ、テレビジョン受信機の受信に影響を及ぼすことが
あります。そのようなときは、次の点にご注意ください。
※	この製品をラジオ、テレビジョン受信機から十分に離してください。
※	この製品とラジオ、テレビジョン受信機を別のコンセントに接続してください。
※	クラスB 情報技術装置の技術基準に適合させるために、この製品の下記の端子に接続するケーブルは、
シールドされたものを使用してください。	
   DisplayPort 端子

お願い
※	この製品は厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますが、万一故障または不具合がありましたら、
お買いあげの販売店またはもよりのお客様ご相談窓口までご連絡ください。

※	お客様もしくは第三者がこの製品の使用を誤ったことにより生じた故障、不具合、またはそれらに基づ
く損害については、法令上の責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あ
らかじめご了承ください。

※	お客様または第三者が、この製品の使い方を誤ったときや静電気・電気的ノイズの影響を受けたとき、
また故障・修理のときは、記憶内容が変化・消失する恐れがあります。

※	重要な内容は、必ずUSBメモリーや外付けハードディスクなどの記録媒体に記録し保管してください。
※	当社では、ハードディスクの記録内容の保護および損害については、責任を負いかねますのでご了承ください。
※	本機の廃棄については、各自治体の廃棄ルールに従ってください。
※	この製品は付属品を含め、改良のため予告なく変更することがあります。
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この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな表示をしています。
その表示を無視して、誤った取り扱いをすることによって生じる内容を「警告」「注意」に区分しています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

（図記号の一例です。）  図記号の意味 

・・・・・  記号は、気をつける必要がある 
ことを表しています。 

・・・・・・・記号は、してはいけない
ことを表しています。

・・・・・・・・・記号は、しなければならない
ことを表しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
おそれがある内容を示しています。警告

電源コードを傷つけない。引っ張らない。
無理に曲げない。重いものの下敷きにしな
い。加熱しない。加工しない。また、熱器
具に近づけない。
電源コードを傷め、火災や感電の原因とな
ります。

発熱したり、煙が出たり、変なにおいがす
るなどの異常が起きたら、すぐに本機の電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜
く。
異常な状態で使用を続けると、火災や感電
の原因となります。お買いあげの販売店ま
たはお客様ご相談窓口にご連絡ください。

機器を落としたり、キャビネットを破損し
たときは、本機の電源を切り、電源プラグ
をコンセントから抜く。
そのまま使用すると火災や感電の原因とな
ります。お買いあげの販売店またはお客様
ご相談窓口にご連絡ください。

内部に水や異物が入ったときは、本機の電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜
く。
そのまま使用すると火災や感電の原因とな
ります。お買いあげの販売店またはお客様
ご相談窓口にご連絡ください。

クリップやピンなどの異物を機械の中に入
れない。
火災や感電の原因となります。

改造や分解をしない。お客様による修理は
しない。
火災や感電、けがの原因となります。

電源は、正しい電源電圧のコンセントを使
用する。
付属の電源コードはAC100V 用です。
指定以外の電源を使用すると、火災や感電
の原因となります。

雷が鳴り始めたら、本機の電源を切り、電
源プラグをコンセントから抜く。
火災や感電の原因となります。

電源プラグの刃や刃の付近に、ほこりや金
属物が付着しているときは、電源プラグを
抜いて乾いた布で取り除く。
そのまま使用すると火災や感電の原因とな
ります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因となります。

ほこりや湿気の多い場所、油煙や湯気の当
たる場所で使用しない。
腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸
化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）
の存在する環境で使用しない。
火災の原因となります。

本機に水がかかるような場所に設置しな
い。ぬらさない。
火災や感電の原因となります。
本機の近くに花びんなど、水の入った容器
を置かないでください。
風呂やシャワー室では使用しないでくださ
い。
エアコン等水を排出する機器にも注意して
ください。

安全にお使いいただくために
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
おそれがある内容を示しています。警告

航空機、原子力設備、生命維持にかかわる
医療機器などの高度な信頼性を必要とする
設備への組み込みや制御などを目的とした
使用はできません。

本機の取り付け・取り外しは、お買いあげ
の販売店か設置業者が行う。
作業に不備があると、感電や落下などによ
りけがの原因となります。

対応機種以外には使用しない。
火災や落下の原因となります。

取り付け・取り外しのときは、必ずインフォ
メーションディスプレイ本体の主電源ス
イッチを切り、コンセントから電源プラグ
を抜く。
感電の原因となります。

次の場所では無線 LAN機能を無効にする
・ 混雑した場所（満員電車の中など）
・ 医療機関（病院など）の中
・ 医療用電気機器の近く
・ 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う
電子機器（火災報知機など）の近く

・ 航空機内
電波により心臓ペースメーカー、医療用機
器、電子機器、航空機の動作に影響を与え、
事故の原因となります。
また、航空機内で無線 LANを有効にする
こと、および航空機の離発着時に機器を動
作させることは、航空法違反となり処罰さ
れることがあります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり財産に損害を
受けるおそれがある内容を示しています。注意

電源コードは、必ず付属または指定のもの
を使用する。
付属や指定以外のものを使用すると、火災
の原因となることがあります。

強い衝撃や振動を与えない。
落ちたりしてけがの原因になることがあり
ます。

硬いものでこすったり、たたいたりしない。
破損してけがの原因となることがありま
す。

通風孔に付着したほこりやゴミはこまめに
取り除く。
通風孔や内部にほこりがたまると、発熱や
発火・故障の原因となることがあります。
内部に入ったほこりの清掃はお買いあげの
販売店またはお客様ご相談窓口に依頼して
ください。
（内部の清掃費用については、お買いあげ
の販売店またはお客様ご相談窓口にお問い
合わせください。）

本機やACアダプターの温度が高くなる部
分に長時間触れない。
低温やけどの原因となることがあります。

火災や感電を防ぐために、次のことを守る。
• 電源プラグを抜くときは、必ずプラグ
を持って抜いてください。
• お手入れのときや、夜間、休業日など
で長時間使用しないときは、電源プラ
グをコンセントから抜いてください。
• 電源プラグや電源コードが熱いとき、
またコンセントへの差し込みがゆるく
電源プラグがぐらついているときは、
使用をやめてお買いあげの販売店また
はお客様ご相談窓口にご相談ください。
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり財産に損害を
受けるおそれがある内容を示しています。注意

AC アダプターの取り扱いにあたっては、
次のことを守る。
取り扱いを誤ると、火災や感電、けがの原
因になることがあります。
• 落下させたり、衝撃を与えないでくださ
い。
• 絶対に分解しないでください。内部には
高圧部分があり、触ると危険です。
• AC アダプターは屋内専用です。屋外で
は使用しないでください。
• 付属のAC アダプターは他の機器に使用
しないでください。

本機近くのコンセントを使用する。
電源プラグの抜き差ししやすい場所のコン
セントを使用する。

電源コードは、タコ足配線しない。
タコ足配線をすると、過熱により火災の原
因となることがあります。

電源プラグはコンセントに根元まで確実に
差し込む。
差し込みが不完全だと発熱したり、ほこり
が付着して火災の原因となります。また、
電源プラグの刃に触れると感電の原因とな
ります。

本機を逆さまにしない。
本機の上にものを置かない。
熱がこもり、発熱や火災、故障の原因とな
ることがあります。

直射日光の当たる場所や暖房器具の近くな
ど、高温になる場所で使用しない。
発熱や発火の原因となることがあります。

ぐらつく台の上や、不安定な場所に置かな
い。強い衝撃や振動を与えない。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となる
ことがあります。

風通しの悪いところに置いたり、じゅうた
んや布団の上に置いたり、布などをかけた
りしない。
通風を妨げると内部に熱がこもり、故障や
発熱、発火の原因となることがあります。
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お手入れのしかた
必ず電源を切り、コンセントから電源プラグを抜い
てから行ってください。
•	汚れは柔らかい布で軽くふきとってください。
•	汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤にひ
たした布をよく絞ってふきとり、乾いた布で仕
上げてください。
•	ベンジン、シンナーなどは、使わないでください。
変質したり、塗料がはげることがあります。
•	殺虫剤など、揮発性のものをかけないでください。
また、ゴムやビニール製品などを長時間接触させ
たままにしないでください。変質したり、塗料が
はげるなどの原因となります。

本機は周囲温度 5℃〜 35℃の範囲内でご使用くだ
さい
（接続する機器の条件を確認し、それらをすべて満
たす条件内でご使用ください。）
•	低温になる場所には放置しないでください。キャ
ビネットの変形や故障の原因となります。

直射日光・熱気は避けてください
•	 異常に温度が高くなる場所に放置すると、キャ
ビネットが変形したり、内蔵するハードディス
クなどの故障の原因となることがあります。
•	キャビネットや部品に悪い影響を与えますので
直射日光が当たる場所や熱器具の近くに置かな
いでください。

動作中に振動を与えないでください
•	 本機はハードディスクを記録媒体として内蔵す
る精密機器です。パソコンと同様に、ハードディ
スクは壊れやすい要因を多分に含んだ特殊な部
品です。ハードディスクの動作（書き込み、読
み出し）中に振動を与えると、記録データの消
失や故障の原因となることがあります。
•	本機をディスプレイの背面に取り付ける場合は、
必ず27ページの手順に従って、付属のクッショ
ン材を取付金具に貼り付けてください。

動作中に不意な電源の切り方をしないでください
•	 本機は精密機器です。必ず15ページの手順に
従って電源を切ってください。ハードディスク
の動作（書き込み、読み出し）中にコンセント
から電源プラグを抜いたり、ACアダプターを抜
くと、記録データの消失や故障の原因となるこ
とがあります。

本機の通風孔をふさがないでください
•	 内部の温度が上がり、故障の原因となることが
あります。

長時間ご使用にならないとき
•	 長時間ご使用にならないときは、安全のため必
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

海外では使用できません
•	 本機を使用できるのは日本国内だけです。
	 This product is designed for use in Japan 
only and cannot be used in any other 
country.

結露（つゆつき）について
•	 本機を寒い場所から暖かい場所へ移動させたと
きや、暖房などで室温が急に上がったときなど、
本機の表面や内部に結露が起こる場合がありま
す。結露が起きた場合は、結露がなくなるまで
電源を入れないでください。故障の原因となり
ます。（結露を防ぐためには、徐々に室温を上げ
てください。）

使用が制限されている場所
•	 航空機の中など使用が制限または禁止されてい
る場所で使用しないでください。事故の原因と
なるおそれがあります。

■ 無線 LAN に関するご注意
電波法に基づく適合証明について
•	 この製品は、電波法に基づく小電力データ通信
システムの無線局の無線設備として、技術基準
適合証明を受けています。従って、この製品を
使用するときに無線局の免許は必要ありません。
また、日本国内のみ使用できます。
•	この製品は、技術基準適合証明を受けています
ので、分解 /改造をすると法律で罰せられるこ
とがあります。
	 2.4GHz 機器が使用する周波数帯は、この製品
に記載されています。ラベルの見かたは次のと
おりです。

2.4GHz 機器

使用上のご注意
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①「2.4」：	
使用する周波数帯域を表します。（2.4GHz 帯）

②「OF/DS」：	
変調方式を表します。（OFDM方式 /DS-SS方式）

③「4」：	
想定される与干渉距離を表します。（約40ｍ）

④「 」：
2.4GHz 帯の全帯域を使用し、かつ移動体識別
装置の帯域を回避可能であることを表します。

電波干渉に関するご注意
•	 この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の
産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライ
ン等で使用されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線
局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア
無線局（免許を要する無線局）が運用されてい
ます。
1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別
用の構内無線局及び特定小電力無線局並びに
アマチュア無線局が運用されていないことを
確認してください。

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線
局に対して有害な電波干渉の事例が発生した
場合には、速やかに使用周波数を変更するか
又は電波の発射を停止したうえ、お買いあげ
の販売店にご連絡いただき、混信回避のため
の処置等（例えば、パーティションの設置など）
についてご相談してください。

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小
電力無線局あるいはアマチュア無線局に対し
て有害な電波干渉の事例が発生した場合など
何かお困りのことが起きたときは、お買いあ
げの販売店へお問い合わせください。

■ 取扱説明書の表記について
•	 画面表示を含め本書に記載のイラストは説明用
のものであり、実際とは多少異なります。
•	本書に記載している数値は、お客様の環境など
により実際の数値と異なることがあります。

■ 商標について
•	 Microsoft、Windows、PowerPoint は、米国
Microsoft Corporation の、米国およびその他
の国における登録商標または商標です。
•	インテル、インテル Core は、米国およびその
他の国における Intel Corporation の商標です。
•	 HDMI と HDMI High-Definition Multimedia 
Interface 用語およびHDMI ロゴは、米国およ
びその他国々において、HDMI Licensing, LLC
の商標または登録商標です。
•	 QuickTime は、米国および他の国々で登録され
たApple Inc. の商標です。
•	 Adobe および Flash は Adobe Systems 
Incorporated（アドビシステムズ社）の米国な
らびに他の国における登録商標または商標です。
•	 DisplayPort は Video Electronics 
Standards Association の登録商標です。
•	そのほか、本書に記載されている会社名や商品
名は、各社の商標または登録商標です。
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万一、不足のものがありましたら、販売店にご連絡ください。
　□ コントローラー（1 台）　□ 取扱説明書（本書）　□ 保証書（1 部） 
　□ M3 ネジ （8 個）　□ M4 ネジ（4 個）　□ 蝶ネジ（2 個）　□ 取付金具（3 個）　□ クッション材（3 個） 
　□ AC アダプタートレイ（1 個）　□ ケーブルクランプ（5 個）　□ RS-232C ケーブル [ 約 135 cm]（1 本） 
　□ オーディオケーブル [ 約 140 cm]（1 本）　□ アナログ RGB ケーブル [ 約 135 cm]（1 本） 
　□ 電源制御ケーブル [ 約 140 cm]（1 本）　□ AC アダプター [ ケーブル長 約 180 cm]（１個） 
　□ 無線 LAN アンテナ（１個）　□ 電源コード [AC100V 用・約 300 cm]（1 本）

※	AC200V（50/60Hz）のコンセントを使用するときは、別売の電源コード（QACCJ1074MPPZ）
を使用してください。

※	この製品は日本国内向けであり、日本語以外の取扱説明書はありません。
This model is designed exclusively for Japan, with manuals in Japanese only.

付属品を確認する

各部の名前

DisplayPort

ANT

電源接続端子 DisplayPort端子

LAN端子

音声出力端子

RS-232C端子

D-sub出力端子

USBポート
（USB3.0準拠）

電源スイッチ

ハードディスクランプ

電源ランプ

盗難防止ホール

電源制御ケーブル用端子

マイク端子

USBポート
（USB2.0準拠）

無線LANアンテナ端子

ご参考

•	 盗難防止ホールは、Kensington 社製マイクロセーバーセキュリティシステムに対応しています。
•	 USBポートに接続する機器は、消費電流が1ポート900mA（USB 3.0）または500mA（USB 2.0）
以下にしてください。
•	複数のUSB機器を使用する場合に、USB機器のコネクターサイズが右図を
超えていると、使用するUSBポートによってはコネクター同士が干渉して
接続できない場合があります。4ポートの組み合わせで接続するUSB機器
を調整してください。

■	LAN リンクランプ
リンク/アクティブLED

通信速度LED
1000BASE-T：橙、100BASE-TX：緑、10BASE-T：消灯

ネットワーク接続：緑点灯、データ送受信：緑点滅

8mm

17mm
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■	ディスプレイの接続
ケーブルの取り付け／取り外しは、インフォメーションディスプレイとコントローラーの電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いて行ってください。

アナログRGBケーブル（付属品）

オーディオケーブル（付属品）

RS-232Cケーブル（付属品）

▼コントローラー側

RS-232C
入力端子

音声入力端子
 PC D-sub
    入力端子

音声出力端子▼インフォメーションディスプレイ側（例）
RS-232C端子D-sub出力端子

ご注意

•	 端子が破損・変形したケーブルを使わないでください。無理に接続すると故障の原因となる場合があり
ます。
•	 市販のケーブル（特に延長ケーブル、変換ケーブル、分配器）を使用する場合は、規格に準拠した利用方
法でも、設置環境やケーブルの品質等により、正しく表示できない場合があります。システム運用前に、
正しく表示されるかどうか確認してください。

DisplayPort 接続について
•	 市販のDisplayPort ケーブルを使用してください。
HDMI 接続およびDVI 接続について
•	 市販のDisplayPort-HDMI 変換アダプターやDisplayPort-DVI 変換アダプターを使用してディスプレ
イと接続する場合は、アクティブタイプのアダプターを使用してください。パッシブタイプのアダプター
は利用できません。
•	 HDMI 接続時、市販のHDMI ケーブル (HDMI 規格認証品 )を使用してください。
•	 HDMI 接続時、HDMI 端子の設定が可能なディスプレイは、設定をPC にしてください。詳細はディス
プレイの説明書を参照してください。

D-sub 接続時の画面解像度について
•	 インフォメーションディスプレイとD-sub接続した状態で､ 本機の出力解像度が1360 × 768になっ
ていると ､ インフォメーションディスプレイが入力解像度を正しく検知できない場合があります ｡ その
場合は ､ インフォメーションディスプレイのメニュー設定を変更してください。
インフォメーションディスプレイの機能切換メニューまたはその他メニューなどの ｢ 入力解像度 ｣ から
　 ｢768ライン ｣ を選び、 ｢1360x768｣ に設定する。
※メニューの設定方法については ､ インフォメーションディスプレイの説明書をご覧ください。

•	インフォメーションディスプレイとD-sub 接続し ､ 本機の出力解像度を1280 × 1024に設定する
と正しく表示できない場合があります ｡ 1280 × 1024の解像度で使用する場合で ､ 正しく表示でき
ないときは ､DisplayPort ケーブル ( 市販 ) で接続してください。

タッチパネルの使用について
•	 タッチパネルを使用するときは、USB ケーブルを接続します。プリインストールされているタッチパ
ネルドライバーなどについては、13ページをご覧ください。

接続のしかた
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■	LANに接続する
A： LANケーブルで接続する
市販の LANケーブルを使ってネットワークに
接続します。

LANへ

▲コントローラー側

▼インフォメーションディスプレイ側（例）

LAN端子

LAN端子

LANケーブル

B： 無線 LANに接続する
無線 LANでネットワークに接続します。

無線 LAN アンテナを取り付ける
無線 LANアンテナ端子に付属の無線 LAN ア
ンテナを取り付けます。

無線 LAN機能の有効 /無効
無線 LANを使用する場合は、無線 LAN機能
を有効にする必要があります。セットアップ
(12ページ )後に行ってください。
1. 画面の右上隅または右下隅にマウスポイン
ターを移動し、チャームを表示させる。

2.［設定］をクリックして、ネットワークア
イコン (  ) をクリックします。

3.「Wi-Fi」を［オン］または［オフ］にする。

LANへ

▲コントローラー側

▼インフォメーションディスプレイ側（例）

LAN端子
LANケーブル

アクセスポイント

無線LANアンテナ端子

無線LANアンテナ（付属品）
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■	電源の接続

ご注意

•	 電源コードは必ず付属または指定のものを使用してください。

1.	ACアダプターと電源コードを接続する。
2.	ACアダプターを電源接続端子に接続する。
3.	電源コードのプラグをコンセントに差し込む。

電源接続端子

AC100V

①

③

②

電源コード

ACアダプター

警告

電源は、正しい電源電圧のコンセントを
使用する。
付属の電源コードはAC100V用です。
指定以外の電源を使用すると、火災や
感電の原因となることがあります。

ご参考

•	 AC200V（50/60Hz）のコンセントを使用するときは、別売の電源コード（QACCJ1074MPPZ）
を使用してください。

■	ケーブル処理
ご参考

•	 背面に固定部のあるインフォメーション
ディスプレイでは、付属のケーブルクラ
ンプで、ケーブルを固定することができ
ます。

ケーブル

ケーブルクランプ

インフォメーションディスプレイ
の固定部

②
①

③
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■	セットアップ
本機を初めて使用するときは、セットアップを行う
必要があります。セットアップは、管理者権限のあ
るユーザーアカウントで実行してください。

ご参考

•	 Windows の設定を行います。コントローラーに
USBキーボード（市販品）とUSBマウス（市
販品）を接続してください。

1.	コントローラーの電源を入れる。
コントローラーの電源の入れかたについては、
15ページをご覧ください。
Windows のセットアップ画面が表示されます。

2.	画面の指示に従ってセットアップを実行する。
	 Windowsのセットアップ後、サイネージ／電子
黒板設定ツールを実行し、用途に合わせた設定
を行ってください。

3.	デスクトップ または スタート画面の［サイネー
ジ /電子黒板設定ツール］をダブルクリックま
たはクリックする。
	 •	 用途に応じたボタンをクリックします。	

サイネージ用途：サイネージ用途に適した設
定に切り換えます。	
電子黒板用途　：電子黒板用途に適した設定
に切り換えます。	
標準設定　　　：Windows の標準設定に切
り換えます。	
※『「SHARP インフォメーションディスプ
レイダウンローダー」を自動起動する』が 
チェックされていると、搭載ソフトに更新が
あった際に、タスクトレイに通知が表示さ
れます。更新通知を表示したくない場合は、
チェックを外してください。

	 •	 各設定を個別で変更したい場合は、その項目
のチェックボックスをクリックします。

	 •	 画面の指示に従って操作してください。
	 •	 ユーザーアカウント制御画面が表示された場

合は、[はい］をクリックしてください。
	 •	 設定後、再起動の確認画面が表示された場合

は、[OK］をクリックし、コントローラーを
再起動させてください。

コントローラーを使用する場合は、必ず
Windowsのライセンス認証を行う必要がありま
す。

4.	Windowsのライセンス認証を行う。
①	画面の右上隅または右下隅にマウスポイン
ターを移動し、チャームを表示させる。

②	［設定］、［PC設定の変更］をクリックし、「PC
設定」画面を表示させる。

③ [Windows のライセンス認証 ]をクリックす
る。

④	以降、画面の指示に従って操作してください。

セットアップを実行する
	 「プロダクトキー」欄には、本体上部のラベル
に記載のプロダクトキー（下図参照）を入力
してください。
インターネットに接続して認証を行う場合は、
「ライセンス認証」を選んでください。
電話をしてライセンス認証を行う場合は、「電
話でのライセンス認証」を選んでください。

5.	Windowsのテキストサイズを設定する。
接続するディスプレイによっては ､ Windows
の表示設定が ｢ 大 (150%) ｣ や ｢ 中 (125%) 
｣ に自動設定され ､文字やアイコンが大きなサイ
ズになることがあります ｡ その場合は ､ 次の手
順でWindowsの表示設定を変更してください。
①	デスクトップを右クリックし ､ ｢ 画面の解像
度 ｣ をクリックする。

②	｢ テキストやその他の項目の大きさの変更 ｣ 
をクリックする。

③ ｢すべての項目のサイズを変更する ｣ を ｢ 小
さくする ｣ に設定する。

	 または ､ ｢ すべてのディスプレイで同じ
拡大率を使用する ｣ をチェックし ､ ｢ 小 ‒ 
100%｣ をクリックします。

④	｢ 適用 ｣ をクリックする。
⑤	サインアウトの確認画面が表示された場合は 
｢ 今すぐサインアウト ｣ をクリックする。

	 ※一旦サインアウトし ､ 再度サインインする
まで設定は反映されません。

ご注意

•	 ライセンス認証が完了するまでは、「PC設定」
画面の［ロック画面］の項目などに「PCのパー
ソナル設定を行う前に、Windowsのライセンス
認証を行う必要があります。」というメッセージ
が表示されて、設定の変更ができないなどの制
限があります。

•	 万一に備え、本体上部のラベルに記載のプロダ
クトキーと製造番号（下図参照）を、本書の裏
表紙にメモしてください。修理の際、必要とな
る場合があります。	
ラベルがはがれたり、汚れたりしてプロダクト
キーや製造番号が読めなくなると、別途費用が
発生する場合があります。

	 コントローラー本体上面
プロダクトキー

製造番号

製造番号
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•	 本機には、Windows Embedded 8.1 Pro 64
ビットがプリインストールされています。本機
で、Windows 8.1 用のソフトウェアをご利用
頂くことが可能です。
•	初めて使用するときは、Windowsの起動に時間
がかかります。
•	お客様がインストールしたアプリケーションソ
フトやデバイスドライバーの動作については保
証の対象になりません。
•	本機には、SHARP ペンソフト、PN-L703A/
PN-L603A/PN-L703B/PN-L603B/PN-
L803C/PN-L703W/PN-L603W用タッチ
パネル設定ツール、PN-L703A/PN-L603A/
PN-L703B/PN-L603B/PN-L803C/PN-
L703W/PN-L603W用タッチペンユーティリ
ティ、PN-L802B/PN-L702B/PN-L602B用
タッチパネルドライバーなどがプリインストー
ルされています。それぞれの使いかたは、C:
￥SHARPの各フォルダーに収録されている電
子マニュアルをご覧ください。

■	インフォメーションディスプレイ　
マネージメントソフト『e-Signage』
（イーサイネージ）
•	 本機には、e-Signage（ビューア版）がインストー
ルされています。
•	 e-Signage（ビューア版）は、e-Signage（ラ
イト版／スタンドアロン版／ネットワーク版）や
e-Signage Pro（EX／WEBサーバー版）で作
成したコンテンツを表示するためのソフトウェア
です。ビューア版単独では使用できません。
•	 e-Signage（ビューア版）の使いかたについては、
e-Signageの説明書をご覧ください。電子マニュ
アルをC: ￥SHARP￥Utility ￥e-Signage に
収録しています。
•	 e-Signage ライト版は、インフォメーション
ディスプレイのホームページよりダウンロード
することができます。（無償）	
http://www.sharp.co.jp/business/	
lcd-display/lineup/e-signagelite/

■コンテンツの作成・再生について
•	 本機にはMPEG-2 表示用コーデックが搭載され
ていません。e-Signage でMPEG-2 コンテン
ツを表示できません。
•	本機にはPowerPoint Viewer 2010がインス
トールされています。
•	本機は .mov および .mp4 形式のQuickTime 
コンテンツをWindows Media Player で再生
します。

•	 Adobe Flash コンテンツの再生はWindows
に付属の Flash Player で行うことができま
す。Flash Player を最新の状態にするには、
Windows Update を行う必要があります。
•	動画の再生に有償のコーデックが別途必要にな
る場合があります。詳細はお買いあげの販売店
にお問い合わせください。
•	縦長設置のディスプレイに、縦長コンテンツを
表示する場合は、回転表示する必要があります。
デスクトップ画面を右クリックし、[画面の解像
度］をクリック、「向き」コンボボックスを「縦」
または「縦（回転）」に変えてください。
•	事前に試し再生を行うことをお勧めします。コ
ンテンツによっては、正しく再生できない場合
があります。

■	24時間以上連続で使用する場合
本機を24時間以上連続して使用する場合は、1日
に1度、本機を再起動する必要があります。
1.	コントローラーを起動し、スタート画面を表示
させる。スタート画面の左下にある[↓]をクリッ
クして「アプリ」画面を表示する。

2.	「SHARP e-Signage」の [e-Signage Client 
Scheduler] をクリックする。
「e-Signage FTP Server」の「Windowsセキュ
リティの重要な警告」が表示された場合は、［ア
クセスを許可する］をクリックしてください。

3.	タスクトレイにある e-Signage Client 
Scheduler のアイコン	（ ）を右クリックし、[設
定 ]をクリックする。

4.	[ 電源管理 ]タブをクリックし、「指定した時刻
に再起動を行う」　にチェックを入れ、再起動し
たい時刻を設定する。

5.	デスクトップ画面の [サイネージ / 電子黒板設
定ツール ]をダブルクリックする。
ユーザーアカウント制御画面が表示された場合
は、[ はい］をクリックしてください。

コントローラーについて
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6.	「サイネージ用途」の [「e-Signage Client 
Scheduler」を自動起動する ]をチェックし、
［OK］をクリックする。
設定後、再起動の確認画面が表示された場合は、
[OK］をクリックし、コントローラーを再起動
させてください。

ご参考

•	 再起動する時刻は、お客様等の目に触れる可能
性の低い時間帯を選ぶことをお勧めします。

■	Windows Update について
• セットアップ時（12ページ）に、「サイネージ
／電子黒板設定ツール」で「サイネージ用途」
の「Windows Updateの自動更新を無効にする」
をチェックした場合、安定したコンテンツ再生
のため、Windows の自動更新が無効になりま
す。
•	Windowsの重要な更新プログラムは下記の手順
でインストールしてください。

1. コントローラーをインターネットに接続する。
2. 画面の右上隅または右下隅にマウスポインター
を移動し、チャームを表示させる。

3. ［設定］、［コントロールパネル］をクリックし、「コ
ントロールパネル」を表示させる。

4. ［システムとセキュリティ］、［Windows 
Update］をクリックする。

5.	［更新プログラムの確認］をクリックする。
6.	以降は、画面の指示に従って操作する。
「x個の重要な更新プログラムが利用可能です」
と表示された場合は、「更新プログラムのインス
トール」をクリックしてインストールします。
「Windows は最新の状態です。」と表示された場
合は、更新可能なプログラムがありません。

■	デフラグ（ドライブの最適化）の
自動実行について

• セットアップ時（12ページ）に、「サイネージ／
電子黒板設定ツール」で「サイネージ用途」の
「タスクスケジューラの「Defrag」を無効にする」
をチェックした場合、安定したコンテンツ再生
のため、デフラグの自動実行が停止されます。
•	デフラグの自動実行が停止された状態で、ファ
イルの書き込みや削除を繰り返し行ったり、ハー
ドディスクの空き容量が少なくなった場合に、
アクセス速度が低下する場合があります。その
場合は下記の手順でデフラグを行うことで、速
度が改善される場合があります。

1. コントローラーを起動し、デスクトップ画面を
表示する。

2. タスクバーのエクスプローラーアイコンをク
リックする。

3. [Windows (C:)]を右クリックし、[プロパティ]
をクリックする。

4. [ ツール ]タブをクリックする。
5.	[ 最適化 ]をクリックする。
「ドライブの最適化」画面が表示されます。
6.	デフラグを実行したいドライブをクリックして
選択し、[最適化 ]をクリックする。
「最後の実行」欄に「実行中」と表示され、デフ
ラグが実行されます。

7.	デフラグが完了すると、「最後の実行」欄にデフ
ラグを実行した日時が表示される。

8.	[ 閉じる ]をクリックする。

■	ウイルス対策について
• サイネージ用途に使用する場合、ネットワーク接
続でのウイルス感染については、Windowsファ
イアウォールで、e-Signage が使用するポート
（FTP）のみ通信を許可することで強度を高める
ことができます。インターネットを使うのであ
ればVPN(Virtual Private Network) などの対
策をとることをお勧めします。
Windowsに付属のWindows Defender を使
用することで、スパイウェアやウイルスからア
ドバンストコントローラーを保護することがで
きます。Windows Defenderを使用する場合は、
アドバンストコントローラーをインターネット
に接続してウイルスおよびスパイウェアの定義
を更新し、Windows Defender を最新の状態に
してください。
サードパーティ製のウイルス対策ソフトはプリ
インストールされていません。サードパーティ
製のウイルス対策ソフトを使用する場合は、動
作確認の上、お客様の責任でご利用ください。

■	内蔵電池
•	 本機の時計は内蔵電池により保持されます。
	 内蔵電池の交換は、お買いあげの販売店または
修理相談窓口にご相談ください。
•	内蔵電池の寿命の目安：約5年（本機の状態に
より異なります。）
•	最初の電池は工場出荷時に組み込まれています
ので、所定の連続使用時間に満たないうちに消
耗することがあります。
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コントローラーの電源スイッチを押すたびに、コントローラーの電源が入／切します。

電源の入れ方

1.	ディスプレイの電源を入れる。

2.	コントローラーの電源スイッチを押す。
ビープ音が鳴り、コントローラーの電源が入ります。	

電源スイッチ

電源の切り方

1.	データの読み書き／印刷／通信等の作業をすべて終了する。

2.	コントローラーの電源スイッチを押す。
Windowsのシャットダウン処理が始まります。

3.	シャットダウン終了後、ディスプレイの電源を切る。

ご注意

•	 コントローラーの起動と終了には時間がかかります。
	 - コントローラー起動中は、電源を切らないでください。
	 - コントローラーの電源を再度入れるときは、シャットダウン完了後、5秒以上の間隔をあけてください。
•	 電源を切るときは、必ずWindowsのシャットダウン処理を行ってください。
•	 Windowsのシャットダウン処理が終わるまでは、電源コードを抜いたり、ブレーカーを落としたりしな
いでください。故障の原因となります。
•	 Windows のシャットダウン処理を正常に行わなかった場合、起動時に「Windowsが正しく読み込まれ
ませんでした」と表示される場合があります。この場合は、画面の指示に従って操作を行ってください。
操作に、USBキーボード (市販品 ) や USBマウス (市販品 ) が必要になります。
•	 ディスプレイからコントローラーの電源を制御する設定になっている場合は、操作が上記と異なります。
操作内容については19ページをご覧ください。

ご参考

•	 ディスプレイより先にコントローラーの電源を入れると、解像度が正しく表示されない場合があります。
•	 コントローラーの電源は、Windowsのシャットダウン操作でも切ることができます。

電源の入／切
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■ 製品の保証について
この製品には保証書がついています。保証書は、販
売店にて所定事項を記入してお渡ししますので、内
容をよくお読みのうえ大切に保存してください。
保証期間はお買いあげの日から1 年間です。
保証期間中でも修理は有料になることがありますの
で、保証書をよくお読みください。
保証書が適用される範囲は、製品のハードウェア部
分に限らせていただきます。
修理の際の取り外し、再設置に要する費用は別途お
客様負担となります。
製品のハードウェア部分に起因しない不具合につい
て復旧作業を行う場合は、別途作業費を申し受けま
す。

■ 有寿命部品について
この製品の通常の使用において、製品の使用環境（温
湿度など）や使用頻度、経過時間等により、劣化／
磨耗が進行し、寿命が著しく短くなる可能性のある
部品があります。これを「有寿命部品」と呼びます。
この製品には、下記の有寿命部品が含まれています。
ご使用状態によっては早期に部品交換（有料）が必
要となる場合があります。

有寿命部品
ハードディスク・ファン・ACアダプター・内蔵電池
※ ユニット単位の交換になります。

■ 補修用性能部品について
当社は、本製品の補修用性能部品を製造打切後、7 
年間保有しています。補修用性能部品とは、その製
品の機能を維持するために必要な部品のことです。

■ 修理を依頼されるときは（出張修理）
本書をお読みのうえ、もう一度お調べください。そ
れでも異常があるときは、使用をやめて、電源コー
ドをコンセントから抜き、お買いあげの販売店また
はもよりのお客様ご相談窓口にご連絡ください。
ご自分での修理はしないでください。たいへん危険
です。

ご連絡していただきたい内容
 •	品名：アドバンストコントローラー
 •	形名：PN-ZP35/PN-ZP30
 •	取り付けているインフォメーションディスプレ
イの形名
 •	お買いあげ日（年月日）
 •	故障の状況（できるだけ具体的に）
 •	ご住所（付近の目印も併せてお知らせください。）
 •	お名前
 •	電話番号
 •	ご訪問希望日

保証期間中
保証書をご提示ください。保証書の規定に従って修
理させていただきます。

保証期間が過ぎているときは
修理によって機能が維持できる場合は、ご希望によ
り有料で修理させていただきます。

修理料金のしくみ
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成さ
れています。
技術料 故障した製品を正常に修復するための料

金です。
部品代 修理に使用した部品代金です。
出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の

料金です。

アフターサービスについてわからないことは、お買
いあげの販売店またはもよりのお客様ご相談窓口
（17ページ）にお問い合わせください。

アフターサービスについて
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お客様ご相談窓口のご案内

修理・使いかた・お手入れなどのご相談・ご依頼、 および万一、製品による事故が
発生した場合は、ご購入の販売店、または下記窓口にお問い合わせください。

持込修理や部品購入のご相談は、下記窓口でも承っております。

※電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。

■PHS・IP電話をご利用の方は…

■沖縄地区の方は…

【修理ご相談窓口】（沖縄地区を除く）

（日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）月曜～土曜：9:00～17:40受付時間

シャープビジネスソリューション株式会社

0570-00-5008（ ）● 全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
● 携帯電話からもご利用いただけます。

修理のご相談など
06-6794-9676

沖縄シャープ電機株式会社 098-861-0866
（月曜～金曜： 9:00～17:00）
（土曜・日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）

＜シャープサポートページ＞ 
http://www.sharp.co.jp/
business/lcd-display/support/

使いかたのご相談など

シャープ株式会社

弊社製品が接続されているシステムの使いかたなどは、ご購入の販売店・営業担当にお問い合わせください。

0120-571002
フリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は、
　電話： 03-5446-8153

〒105-0023 
東京都港区芝浦1-2-3 シーバンスS館

（土曜・日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）月曜～金曜：9:00～17:00受付時間

ビジネスソリューション事業本部
国内マーケティング統轄部
マーケティング企 画 部

※所在地・電話番号・受付時間などは変わることがあります。(2016.8)

地  区 拠   点   名 電 話 番 号 郵 便 番 号 所   在   地
北 海 道 札 幌 技 術 セ ン タ ー (011)641-0751 063-0801 札幌市西区二十四軒 1 条 7-3-17
東 北 仙 台 技 術 セ ン タ ー (022)288-9161 984-0002 仙台市若林区卸町東 3-1-27

福 島 技 術 セ ン タ ー (024)959-1421 963-0547 郡山市喜久田町卸 3-27-2
北 東 北 技 術 セ ン タ ー (019)638-6085 020-0891 岩手県紫波郡矢巾町流通センター南 3-1-1

関 越 新 潟 技 術 セ ン タ ー (025)284-6023 950-0965 新潟市中央区新光町 9 番 2
宇 都 宮 技 術 セ ン タ ー (028)634-0256 320-0833 宇都宮市不動前 4-2-41
前 橋 技 術 セ ン タ ー (027)252-7311 371-0855 前橋市問屋町 1-3-7
水 戸 技 術 セ ン タ ー (029)243-0909 310-0851 水戸市千波町 1963

首 都 圏 東 京 フ ィ ー ル ド サ ポ ー ト 部
ビ ジ ネ ス シ ス テ ム 技 術 担 当

(03)6404-4123 143-0006 東京都大田区平和島 4-1-23

中 部 名 古 屋 第 1 技 術 セ ン タ ー (052)332-2758 454-0011 名古屋市中川区山王 3-5-5
三 重 技 術 セ ン タ ー (059)231-1573 514-0131 津市あのつ台 4-6-4
静 岡 技 術 セ ン タ ー (054)344-5621 424-0067 静岡市清水区鳥坂 1170-1
長 野 技 術 セ ン タ ー (026)293-6360 388-8014 長野市篠ノ井塩崎東田沢 6877-1
金 沢 技 術 セ ン タ ー (076)249-9033 921-8801 石川県野々市市御経塚 4-103

近 畿 大 阪 フ ィ ー ル ド サ ポ ー ト 部 (06)6794-9671 547-8510 大阪市平野区加美南 3-8-25
京 都 技 術 セ ン タ ー (075)681-9551 601-8102 京都市南区上鳥羽菅田町 48
神 戸 技 術 セ ン タ ー (078)795-6336 654-0161 神戸市須磨区弥栄台 3-15-2

中 四 国 広 島 技 術 セ ン タ ー (082)874-6100 731-0113 広島市安佐南区西原 2-13-4
岡 山 技 術 セ ン タ ー (086)292-5830 701-0301 都窪郡早島町大字矢尾 828
高 松 技 術 セ ン タ ー (087)823-4980 760-0065 高松市朝日町 6-2-8
高 知 技 術 セ ン タ ー (088)883-7039 781-8104 高知市高須 1-14-43
松 山 技 術 セ ン タ ー (089)973-0121 791-8036 松山市高岡町 178-1

九 州 福 岡 技 術 セ ン タ ー (092)572-2617 812-0881 福岡市博多区井相田 2-12-1
熊 本 技 術 セ ン タ ー (096)237-5353 861-3107 上益城郡嘉島町上仲間 227-78
鹿 児 島 技 術 セ ン タ ー (099)259-0628 890-0064 鹿児島市鴨池新町 12-1

● 沖縄地区については、沖縄シャープ電機株式会社にお問い合わせください。
沖縄シャ−プ電機株式会社	 ＜受付時間＞月曜〜金曜：9:00 〜 17:00（土曜・日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）

沖 縄 沖 縄 シ ャ － プ 電 機 ( 株 ) (098)861-0866 900-0002 那覇市曙 2-10-1
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■ 製品仕様
形名  PN-ZP35  　　　PN-ZP30
OS Windows Embedded 8.1 Pro 64ビット
CPU インテル Core i7-3517UE 　　　インテル  Celeron B810E
 プロセッサー 1.7GHz 　　　プロセッサー 1.6GHz
メインメモリー 4GB   　　　2GB
ハードディスクドライブ 約500GB
最大解像度 1920×1080（縦回転可能） 
映像出力 ミニD-sub15ピン（3列） 1ポート、DisplayPort 1ポート
音声出力 φ3.5mm ミニステレオジャック 1ポート
音声入力 φ3.5mm ミニステレオジャック 1ポート (マイク端子)※1
USBポート 4ポート (USB 3.0準拠 × 2、USB 2.0準拠 × 2)
シリアルポート RS-232C 1ポート
LANポート 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
 IEEE802.11b/g/n準拠
無線LAN　　 通信速度 規格値最大11Mbps（IEEE802.11b）、最大54Mbps（IEEE802.11g）、
 最大150Mbps（IEEE802.11n）
電源制御 モジュラージャック 1ポート
電源 AC100-240V、50/60Hz（専用ACアダプター使用時）、DC 19V※2
使用温度条件 5～35℃※3
使用湿度条件 20～80％（結露なきこと）※3
消費電力 31W  　　　41W
外形寸法（突起部を除く） 幅 約166mm×奥行 約177mm×高さ 約19mm
質量 約 0.9kg（取付金具 ・ ケーブル類含まず）

※1	プラグインパワー方式のマイクロホンには対応していません。
※2	AC200V（50/60Hz）のコンセントを使用するときは、別売の電源コード（QACCJ1074MPPZ）

を使用してください。
※3	接続する機器の条件も確認し、それらすべてを満たす条件内でご使用ください。

主な仕様
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付録1：コントローラーの電源を制御する
本機は、インフォメーションディスプレイ、コント
ローラー自身、または管理用パソコンから電源を制
御することができます。
電源制御には、以下の方法があります。

A：	インフォメーションディスプレイのリモコン
で電源を制御する（下記）

B：	インフォメーションディスプレイのスケ
ジュール機能で電源を制御する（20ページ）

C：	コントローラー自身で電源を制御する（21ペー
ジ）

D：	管理用パソコンから電源を制御する（22ページ）
E：	ディスプレイの電源を制御し、Windowsの起動
／終了画面を見せないようにする（23ページ）

ご注意

•	 B、Ｃ、Dの方法は、いずれか1つの方法で電
源を制御してください。
•	Ｃ、D、Ｅの方法を使用して電源を制御する場合
は、「サイネージ / 電子黒板設定ツール」を使用
して「サイネージ用途」に設定してください。「サ
イネージ / 電子黒板設定ツール」の起動方法や
設定方法については 12 ページをご覧ください。

■	A：	インフォメーションディスプレ
イのリモコンで電源を制御する

インフォメーションディスプレイ付属のリモコンや
インフォメーションディスプレイ本体のPOWER
（電源）ボタンを押すたびに、コントローラーの電
源を入／切します。
インフォメーションディスプレイは、コントロー
ラーの電源入／切に合わせ、電源入（画面表示）／
入力信号待機状態に変わります。

対応機種（2016年 8月現在）
PN-V602/PN-V602A/PN-V551/PN-V550/
PN-R903/PN-R703/PN-R603/PN-R556/
PN-R496/PN-R426/PN-E803/PN-E703/
PN-E603/PN-E802/PN-E702/PN-E602/PN-
E601/PN-E521/PN-E471R/PN-E421/PN-
A601/PN-L703A/PN-L603A/PN-L703B/
PN-L603B/PN-L803C/PN-L703W/PN-
L603W/PN-L802B/PN-L702B/PN-L602B/
PN-L601B/PN-L600B

1.	電源制御ケーブルを接続する。
コアのある方をコントローラー側に接続します。

▼コントローラー側

▲インフォメーションディスプレイ側（例）

電源制御ケーブル用端子

オプション端子
電源制御ケーブル

コア

2.	インフォメーションディスプレイのメニューの
設定を変更する。

	 (1)	 本体設定またはモニターメニューの「スタン
バイモード」を「スタンダード」に設定する。

	 (2)	 機能切換またはその他メニューの「パワー
マネジメント」を「する」に設定する。

	 (3)	 機能切換またはその他メニューの「自動入
力切換」を「しない」に設定する。

メニューの設定方法については、インフォメー
ションディスプレイの説明書をご覧ください。

3.	インフォメーションディスプレイの特別機能の設定
を変更する。
特別機能を設定するときは、SIZEボタンを約5
秒押した後、 ボタンを順に押して
ください。

	 (1)	「POWERボタン」を「コントローラー」
に設定する。

	 (2)	「コントローラー入力端子」または ｢ 外部コ
ントローラー入力端子 ｣を、コントローラー
を接続した端子に設定する。

	 (3)	「ホワイトボード ｣ を ｢ 使用しない ｣ に設
定する。(PN-L703A/PN-L603A)	
※ PN-L703A/PN-L603Aの内蔵ホワイ
トボード機能を使用する場合は、リモコン
での電源制御ができません。

特別機能の設定方法については、インフォメー
ションディスプレイの説明書をご覧ください。

4.	インフォメーションディスプレイの主電源を入
れ直す。
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電源ランプについて
インフォメーションディスプレイの電源ランプでコ
ントローラーの状態がわかります。
コントローラーの電源「入」…	電源ランプ緑色点灯
コントローラーの電源「切」…	電源ランプ緑色点滅

（ディスプレイ入力
信号待機状態）

電源ランプ

POWER（電源）ボタン

（機種により形状が異なります。）

ご参考

•	 リモコンが使えない場合は、インフォメーショ
ンディスプレイ本体の前面にあるPOWER（電
源）スイッチを押すことにより、リモコンの
POWER（電源）ボタンと同じ操作を行うこと
ができます。
•	コントローラーが反応しなくなったときなど、
コントローラーの電源を強制的に切りたいとき
は、入力モードをコントローラーの入力端子に
切り換え、リモコンのPOWER（電源）ボタン
を１０秒以上押し続けてください。このとき、
ディスプレイは電源待機状態になります。

19ページの手順3でインフォメーションディスプ
レイの特別機能の設定を変更した場合、以下の動き
をします。
•	インフォメーションディスプレイとコントロー
ラーの電源は、次のような遷移をします。

インフォメーション
ディスプレイ

コントローラー オフ

オフ
（電源待機状態）

インフォメーション
ディスプレイ

コントローラー オフ

オン
（入力信号待機状態）

インフォメーション
ディスプレイ

コントローラー オン

オフ
インフォメーション
ディスプレイ

コントローラー オン

オン

POWER（電源）ボタンを押す。

POWER（電源）ボタンを10秒以上押し続ける。

•	 リモコンのPOWER（電源）ボタンを押してコ
ントローラーの電源を入／切する場合。インフォ
メーションディスプレイがコントローラー以外

からの入力信号を表示している場合でも、コン
トローラーからの入力信号の表示に切り換えた
後に、コントローラーの電源を入／切します。

■	B：	インフォメーションディスプレ
イのスケジュール機能で電源を
制御する

インフォメーションディスプレイのスケジュール機
能で電源入／切することができます。
スケジュール機能で指定した曜日・時刻になると、
ディスプレイ・コントローラーの電源が入／切しま
す。

対応機種（2016年 8月現在）
PN-V602/PN-V602A/PN-V551/PN-V550/
PN-R903/PN-R703/PN-R603/PN-R556/
PN-R496/PN-R426/PN-E803/PN-E703/
PN-E603/PN-E802/PN-E702/PN-E602/PN-
E601/PN-E521/PN-E471R/PN-E421/PN-
A601/PN-L703A/PN-L603A/PN-L703B/
PN-L603B/PN-L803C/PN-L703W/PN-
L603W/PN-L802B/PN-L702B/PN-L602B/
PN-L601B/PN-L600B

1. 「A：インフォメーションディスプレイのリモコ
ンで電源を制御する」（19ページ）の手順1か
ら手順4を行う。

2. 機能切換または本体設定メニューの「スケジュー
ル」で電源制御のスケジュールを設定する。
スケジュールの設定方法については、インフォ
メーションディスプレイの説明書をご覧くださ
い。

ご参考

•	 スケジュール機能を使う場合は、インフォメー
ションディスプレイとコントローラーの電源状
態が揃っているか確認してください。（両方電源
入／両方電源切）	
電源状態が異なっている場合は、下記の手順で
両方電源切にすることができます。
① �コントローラーの電源が切れているか確認する。	
電源入の場合は、リモコンのPOWER（電源）
ボタンを押して、コントローラーの電源を切る。

② �インフォメーションディスプレイの電源が切
れているか確認する。	
電源入の場合は、リモコンのPOWER（電源）
ボタンを10秒以上押し続け、インフォメー
ションディスプレイの電源を切る。
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■	C：	コントローラー自身で電源を制
御する

コントローラー側で電源を入／切する時刻を設定す
ることができます。インフォメーションディスプレ
イの電源入／切は、コントローラー側から制御して
行います。

コントローラー自身で電源を制御する場合、以下の
条件を満たす必要があります。
•	コントローラーとインフォメーションディスプ
レイがRS-232Cケーブルで接続されているか、
ネットワークに接続されていること。
•	インフォメーションディスプレイが当社製であ
ること。

1.	RS-232Cケーブルをコントローラーとイン
フォメーションディスプレイに接続する、また
はコントローラーとインフォメーションディス
プレイを LANに接続する。
RS-232Cでの接続については、「ディスプレイ
の接続」（9ページ）をご覧ください。
LANでの接続については、「LANに接続する」
（10ページ）をご覧ください。

2.	インフォメーションディスプレイのメニューの
設定を変更する。

	 (1)	 本体設定またはモニターメニューの「スタ
ンバイモード」を「スタンダード」に設定
する。

	 (2)	 機能切換またはその他メニューの「パワー
マネジメント」を「する」に設定する。

	 (3)	 機能切換またはその他メニューの「自動入
力切換」を「しない」に設定する。

メニューの設定方法については、インフォメー
ションディスプレイの説明書をご覧ください。

3.	コントローラーのBIOSを立ち上げて、「Wake 
system with Fixed Time」を「Enabled」に
して起動する時刻を設定する。
BIOSの設定については、「付録2：BIOSの設
定を変更する」（24ページ）をご覧ください。

4.	コントローラーを起動し、タスクトレイにある
e-Signage クライアントスケジューラーのアイコ
ン（ ）を右クリックし、「設定」をクリックする。

5.	「電源管理」タブをクリックし、「指定した時刻
に電源OFF（シャットダウン）を行う」にチェッ
クを入れ、シャットダウンしたい時刻を設定す
る。

6.	「パネル制御」タブをクリックし、「制御台数」
からディスプレイを接続する台数を選び、「接続
設定」で接続方法を設定する。
RS-232Cで接続している場合、本機の「COM
ポート」は「COM1」となります。

7.	「本ソフト起動時に、パネルの電源をONする」、
「本ソフト終了時に、パネルの電源をOFFする」
にチェックを入れる。

8.	「OK」をクリックする。

ご参考

•	 Windowsの高速スタートアップが有効になっ
ていると、「Wake system with Fixed Time」
を利用できません。「サイネージ / 電子黒板設定
ツール」で、「サイネージ用途」の「Wake on 
LANのため、高速スタートアップを無効にする」
がチェックされていることを確認してください。
「サイネージ / 電子黒板設定ツール」の起動方法
や設定方法については 12 ページをご覧くださ
い。
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■	D：	管理用パソコンから電源を制御
する

管理用パソコンから、指定した時刻にコントロー
ラーの電源を入／切することができます。
インフォメーションディスプレイの電源は、コント
ローラーの電源入／切に合わせて入／切されます。

管理用パソコンで電源を制御する場合、以下の条件
を満たす必要があります。
•	管理用パソコンに、e-Signage ネットワーク版 
または e-Signage Pro（EX／WEBサーバー版）
がインストールされていること。
•	管理用パソコンとコントローラーがネットワー
クに接続されていること。
•	コントローラーとインフォメーションディスプ
レイがRS-232Cケーブルで接続されている、
またはネットワークに接続されていること。
•	インフォメーションディスプレイが当社製であ
ること。

1.	RS-232Cケーブルをコントローラーとイン
フォメーションディスプレイに接続する、また
はコントローラーとインフォメーションディス
プレイを LANに接続する。
RS-232Cでの接続については、「ディスプレイ
の接続」（9ページ）をご覧ください。
LANでの接続については、「LANに接続する」
（10ページ）をご覧ください。
2.	インフォメーションディスプレイのメニューの
設定を変更する。

	 (1)	 本体設定またはモニターメニューの「スタ
ンバイモード」を「スタンダード」に設定
する。

	 (2)	 機能切換またはその他メニューの「パワー
マネジメント」を「する」に設定する。

	 (3)	 機能切換またはその他メニューの「自動入
力切換」を「しない」に設定する。

メニューの設定方法については、インフォメー
ションディスプレイの説明書をご覧ください。

3.	コントローラーのBIOSを立ち上げて、「Wake 
on LAN」が「Enabled」に設定されているこ
とを確認する。

4.	コントローラーのMACアドレスを確認する。
コントローラーのMACアドレスは、Windows
のコマンドプロンプトを起動し、次のDOSコマ
ンドを実行すると確認できます。

C:￥>ipconfig /all

5.	管理用パソコンで、e-Signage のランチャー画
面から「パネル管理」をクリックする。
手順5、6は、e-Signage を例に説明します。 
e-Signage Pro（EX／WEBサーバー版）の場合
は、操作や画面例が異なりますので、e-Signage 
Pro の説明書と併せてお読みください。
e-Signage Pro EX の場合は、マネージャ画面
から「パネル登録・編集」をクリックします。
e-Signage Pro WEBサーバー版の場合は、「シ
ステム設定」タブをクリックし、 [ パネル ] をク
リックします。

6.	「パネルの追加」をクリックし、表示用端末の設
定を行う。

	 (1)	 手順 4で確認したコントローラーのMAC
アドレスを入力する。

	 (2)	「指定した時刻に管理用PCから表示用端末
の電源ON/OFF を指示する」にチェックを
入れ、コントローラーが起動する時刻と終
了する時刻を設定する。

(1)

(2)

ご参考

•	 Windowsの高速スタートアップが有効になって
いると、Wake on LANを利用できません。「サ
イネージ / 電子黒板設定ツール」で、「サイネー
ジ用途」の「Wake on LANのため、高速スター
トアップを無効にする」がチェックされている
ことを確認してください。「サイネージ / 電子黒
板設定ツール」の起動方法や設定方法について
は 12 ページをご覧ください。
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■	E：	ディスプレイの電源を制御し、
Windowsの起動／終了画面を
見せないようにする

e-Signage の起動／終了にあわせてインフォメー
ションディスプレイの電源をON／OFFすること
で、Windows の起動画面や終了画面を見せないよ
うに設定できます。
1.	RS-232C ケーブルをコントローラーとイン
フォメーションディスプレイに接続する、また
はコントローラーとインフォメーションディス
プレイを LAN に接続する。
RS-232Cでの接続については、「ディスプレイ
の接続」（9 ページ）をご覧ください。
LAN での接続については、「LANに接続する」
（10ページ）をご覧ください。

2.	コントローラーを起動し、タスクトレイにある
e-Signage クライアントスケジューラーのアイコ
ン（ ）を右クリックし、[設定 ]をクリックする。

3.	[ パネル制御 ]タブをクリックし、「制御台数」
からディスプレイを接続する台数を選び、「接続
設定」で接続方法を設定する。
RS-232Cで接続している場合、本機の「COM
ポート」は「COM1」となります。

4.	「本ソフト起動時に、パネルの電源をONする」、
「本ソフト終了時に、パネルの電源をOFFする」
にチェックを入れる。

5.	[OK] をクリックする。
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BIOSを設定する場合は、あらかじめコントロー
ラーにUSBキーボード（市販品）を接続してから、
コントローラーの電源を入れてください。

ご注意

•	 ここで説明している以外のBIOSの設定は、変
更しないでください。

1.	SHARPロゴが表示されたらすぐに、キーボー
ドの [Delete] キーを押す。
BIOSの設定画面が表示されます。

2.	下記の「BIOSの設定」の項目を設定する。

3.	BIOSの設定を終了したいときは、[Save & 
Exit]-[Save Changes and Exit] を選んで、
表示される画面で [Yes] を選ぶ。
BIOSの設定画面が終了し、コントローラーが起
動します。

■	BIOSの設定
Wake system with Fixed Time

[Advanced]-[S5 RTC Wake Settings]-[Wake 
system with Fixed Time] の順で選びます。
コントローラーを定時に起動する場合は、
「Enabled」に設定します。「Disabled」にすると、
工場出荷時の設定に戻すことができます。

この設定を「Enabled」にすると、次の項目が表示
されます。

	 設定値

・Wake up Day	 0-31

・Wake up hour	 0-23

・Wake up minute	 0-59

・Wake up second	 0-59

「Wake up Day」は、起動する日にちを設定します。
毎日起動する場合は、「0」にします。	
「Wake up hour」「Wake up minute」「Wake up 
second」は、起動する「時」「分」「秒」を設定します。

例：毎日朝8：00に起動する場合の設定
「Wake system with Fixed Time」	 ：Enabled
「Wake up Day」	 ：0
「Wake up hour」	 ：8
「Wake up minute」	 ：0
「Wake up second」	 ：0

Wake on LAN

[Chipset]-[PCH-IO Configuration]-[Wake on 
LAN] の順で選びます。

ネットワークを通じてリモートでコントローラーを
起動する場合は、「Enabled」に設定されているこ
とを確認します。

Restore AC Power Loss

[Chipset]-[PCH-IO Configuration]-[Restore 
AC Power Loss] の順で選びます。
停電など、電源からの電力供給が絶たれたあと、再
び電力が供給されたときの動作を設定します。

設定値 動作
Power Off 電源が再供給されても、電源ス

イッチが押されるまでコントロー
ラーは起動しません。

Power On 電源が再供給されたら、コント
ローラーは起動します。

Last State 電源が再供給されたら、電源が絶
たれたときの状態に復帰します。
•	コントローラーが動作している
ときに電力が絶たれた場合、電
力の再供給によりコントロー
ラーは起動します。
•	コントローラーが電源「切」の
状態で電力が絶たれた場合、再
び電力が供給されてもコント
ローラーは電源「切」の状態と
なります。

Bootup NumLock State

[Boot]-[Bootup NumLock State] の順で選びま
す。
起動時にキーボードのNum Lock をオンにするか、
オフにするかを設定します。
お使いのキーボードに合わせて設定してください。

付録2：BIOSの設定を変更する
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付録3：リフレッシュ
コントローラーの動作が不安定になった場合は、リフレッシュを試してみてください。
問題が解決される場合があります。

1.		 コントローラーの電源を入れる。
	 •	以下の操作は「管理者」のユーザーアカウントで操作を行ってください。

2.		 画面の右上隅または右下隅にマウスポインターを移動し、チャームを表示させる。

3.		 [ 設定 ]、[PC設定の変更 ]をクリックし、「PC設定」画面を表示させる。

4.		 [ 保守と管理 ]をクリックする。

5.		 [ 回復 ] をクリックし、「PCをリフレッシュする」の [開始する ]をクリックする。

6.		 以降は、画面の指示に従って操作する。
	 •	リフレッシュが終わるまで、コントローラーの電源を切らないでください。

ご注意

•	 手順 5の「回復」画面で、「すべてを削除して Windows を再インストールする」 の［開始する］をクリッ
クすると、コントローラーのハードディスクが工場出荷時の状態に戻り、お客様がインストールされた
アプリケーションソフトや保存されたデータが削除されます。この場合、Windowsのライセンス認証
を含むコントローラーのセットアップを再度行う必要があります。セットアップ手順については、12
ページをご覧ください。
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付録4：ディスプレイ背面に設置する
インフォメーションディスプレイの説明書と併せてお読みください。

警告

対応機種以外には使用しない。
落下などによるけがの原因となります。

ご注意

•	 熱がこもるのを防ぐため、本機を取り付けたインフォメーションディスプレイの周囲に空間を確保して
ください。

•	ディスプレイの背面に取り付けない場合は、コントローラー側面に以下の空間を確保してください。
	 コントローラー側面の通風孔をふさぐと、周囲温度が35℃以下でも内部の温度が上がり、故障の原因
となることがあります。

対応機種（2016年 8月現在）

機種名
金具取付位置 コントローラー	

取り付け方法コントローラー ディスプレイ
PN-R903/PN-R603/PN-E803/
PN-E603/PN-L703A/PN-L603A/
PN-L703B/PN-L603B/	
PN-L703W/PN-L603W

A

a
a

PN-R703/PN-E703 b
PN-R556/PN-R496/PN-U553/
PN-U473/PN-U423

c
b

PN-E521 d
PN-E802/PN-E702/PN-E602/
PN-L802B/PN-L702B/PN-L602B

e
c

PN-V602/PN-V602A/	
PN-V601/PN-V601A/PN-A601

f

PN-E421/PN-E471R※ B g d

※背面取り付け時、無線 LANは使用できません。

横長で使用する場合

20
単位 :cm

5

5

  ※     ※

5

縦長で使用する場合
単位 :cm

5

20

5 5

※背面に必要な空間はディスプレイにより異なります。
　詳細はディスプレイの説明書を参照してください。

インフォメーション
ディスプレイ

6
単位 :cm

RS-232C端子

D-sub出力端子

6

吸気 排気

コントローラー
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警告

本機の取り付け・取り外しは、お買いあげの販売店か
設置業者に依頼する。
お客様自身による作業は行わないでください。

ご注意

•	 本機やインフォメーションディスプレイのコネクターに触れないでください。静電気により故障の原因
となる場合があります。
•	作業前に金属部分などに触れ、体内の静電気を取り除いてください。
•	インフォメーションディスプレイとコントローラーの電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて
ください。
•	本体上部のラベルに記載のプロダクトキーと製造番号を本書の裏表紙にメモしてください（12ページ）。

■	コントローラーに金具を付ける
1.	付属の取付金具（2個）に付属のクッション材（3個）を貼り付ける。

•	 クッション材の透明の保護シートは、はがさないでください。

2.	コントローラーに付属の取付金具（2個）を付ける。
•	 コントローラーに付属のM3ネジ（4個）で付けます。

3.	無線 LAN を使用する場合は、無線 LAN アンテナを取り付ける。
•	 無線 LAN アンテナの取り付け方法については10ページをご覧ください。
•	 PN-E471Rの背面に本機を取り付ける場合は、無線 LANアンテナを取り付けないでください。

取り付け手順（ご販売店様・設置業者様用）

取付金具 取付金具

BA

クッション材（小）
約15mm

クッション材（中）
約70mm

クッション材（大）
約100mm

クッション材（小）
約15mm

クッション材（中）
約70mm クッション材（大）

約100mm

取付金具

マイク端子

コントローラー

取付金具

マイク端子

コントローラー

BA

ご注意
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■	ディスプレイに金具を付ける
1.	インフォメーションディスプレイ全体が載る安定した水平な場所に厚手の柔らかい布（毛布など）を敷き、
インフォメーションディスプレイを液晶パネルが下向きになるようにして置く。

2.	コントローラーに付属の取付金具（1個）をインフォメーションディスプレイのオプション取り付け位
置に付ける。	
コントローラーに付属の蝶ネジ（2個または1個）を仮止めする。
•	 オプション取付位置は、インフォメーションディスプレイの説明書でご確認ください。
•	コントローラーに付属のM4ネジ（4個または3個）で付けます。

a

b

g

f

e

c d
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■	コントローラーをディスプレイに付ける
	 コントローラーの取付金具の一方をディスプレイの取付金具に掛け、コントローラーのもう一方の金具を、
仮止めした蝶ネジで固定する。

c

d

a

b

付属のACアダプタートレイをコントローラーに取り付け、AC アダプターを置くことができます。また、取
り付けたACアダプタートレイに、ケーブル類を固定することができます。

■	ACアダプタートレイをコントローラーに取り付ける
	 ACアダプタートレイをコントローラーに付属のM3ネジ（4個）で付ける。
•	 壁掛け金具を使用してディスプレイを設置する場合は、ACアダプタートレイを取り付けないでください。
•	 ACアダプタートレイは、ディスプレイの設置状態に応じて取り付けてください。

マイク端子が上の状態
で使用する場合

マイク端子が横の状態
で使用する場合
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■	ケーブルをケーブルクランプで固定する
	 ACアダプターをACアダプタートレイに置き、ケーブル類をケーブルクランプで固定する。

マイク端子が上の状態
で使用する場合

マイク端子が横の状態
で使用する場合
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Printed in China

e-Signageスタンドアロン版(PN-SS01)、e-Signageネットワーク版(PN-SS02)、
e-Signage Pro EX（PN-SS05）、e-Signage Pro WEBサーバー版（PN-SW05）を購入
された方へ

本コントローラーには、『e-Signage』のビューア版がプリインストールされています。

製品名称 ：  インフォメーションディスプレイマネージメントソフト　e-Signage ビューア版

使用許諾ライセンス数 ： 1ライセンス（本コントローラーでのみ使用できます）

シリアル番号 ：  SV01 － 870＿＿＿＿＿

e-Signage スタンドアロン版、e-Signageネットワーク版、e-Signage Pro EX、e-Signage Pro WEBサーバー版をインス
トールする際に必要となるライセンスコードを取得する場合には、各ソフトウェアパッケージに同梱されている「ライセンス発行
依頼書」のビューア版[PN-SV01]シリアル番号の欄に、上記シリアル番号を転記してください。

万一に備え、本体のラベルに記載のプロダクトキーと製造番号をメモしておいてください。
修理の際、必要となる場合があります。プロダクトキーと製造番号の記載場所については、12ページをご覧ください。

プロダクトキー：

製造番号：

本 社
ビジネスソリューション事業本部

〒590-8522
〒639-1186

大阪府堺市堺区匠町１番地
奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

● 電話番号・受付時間などは変わることがあります。(2016.8)

■PHS・IP電話をご利用の方は…

■沖縄地区の方は…

【修理ご相談窓口】（沖縄地区を除く）

（日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）月曜～土曜：9:00～17:40受付時間

シャープビジネスソリューション株式会社

0570-00-5008（ ）● 全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
● 携帯電話からもご利用いただけます。

修理のご相談など
06-6794-9676

沖縄シャープ電機株式会社 098-861-0866
（月曜～金曜： 9:00～17:00）
（土曜・日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）

使いかたのご相談など

シャープ株式会社

弊社製品が接続されているシステムの使いかたなどは、ご購入の販売店・営業担当にお問い合わせください。

0120-571002
フリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は、
　電話：03-5446-8153

〒105-0023 
東京都港区芝浦1-2-3 シーバンスS館

（土曜・日曜・祝日など弊社休日は休ませていただきます。）月曜～金曜：9:00～17:00受付時間

ビジネスソリューション事業本部
国内マーケティング統轄部
マーケティング企 画 部

シャープサポートページ 
http://www.sharp.co.jp/business/lcd-display/support/

「よくあるご質問」などは
ホームページをご活用ください。




